
みんなの健康ラジオ

『百日咳』

（2019年2月21日放送）

横浜市小児科医会

竹田こどもクリニック

竹田 弘



百日咳とは？

• ひどい咳が、長い間続く感染性の病気です。

• ワクチンのなかった今から70年前は、日本でも10万人が
かかり、１万人が死亡する病気でした。

• 現在でも、百日咳に対するワクチンを接種していない
赤ちゃんがかかると命を落とすことがあります。

• 四種混合や三種混合に百日咳に対するワクチンが含有
されており、日本では生後３か月以降に4回接種してい
ますが、免疫効果は長続きしません。



生後２ヶ月の児と小学生、
こどもの親世代に多い．



赤ちゃんには家族からうつります



予防接種をしても
免疫は長続きしません



百日咳を予防するために

いま、できることは？

• 生後３ヶ月になったらすぐに四種混合を接種しましょう。

• 小学校入学前に三種混合を接種しましょう。日本小児科
学会も推奨しています。 （任意接種=有料です）

• 出産を控えている家庭では、兄弟とお父さんは三種混合
を接種すると良いでしょう。（任意接種=有料です）

• 妊婦さんも妊娠中あるいは出産後すぐに三種混合を接種
すると良いでしょう。 （妊娠のたびに三種混合接種を
すすめている国もあります）（任意接種=有料です）


